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地球温暖化 : 温暖化、６５歳超死亡率４．７倍に　熱中症や持病悪化　今世紀半ば　

国際研究チーム
（その他　2023．11．22 毎日新聞社配信）

★最新介護医療情報★

　気候変動対策がこれ以上遅れると、熱中症など暑さの影響による高齢者の死亡率は今

世紀半ばまでに現在（１９９５～２０１４年）の４・７倍になるとの報告書を国際研究プ

ロジェクト「ランセット・カウントダウン」のチームが発表した。チームは「温暖化がわず

かでも進めば、今日生きている何十億という人々とこれからの世代が被る損害は悪化す

る」と対策強化を呼びかける。

　３０日に開幕する国連気候変動枠組み条約第２８回締約国会議（ＣＯＰ２８）では、同

条約の会議として初めて「保健」をテーマに議論する日が設けられ、対策強化に向けた宣

言が公表される予定だ。

　報告書によると、地球上の人々は１８～２２年、健康を脅かす高温を年平均８６日経験

し、人間活動が原因の地球温暖化によって発生確率が高まっていた。また、熱中症や持病

悪化など高温の影響による６５歳超の年平均死亡率は、最近１０年（１３～２２年）は９

１～００年の平均と比較して８５％増加したと推計された。

　世界の平均気温は既に産業革命前から約１・１度以上上昇している。報告書によると、

今世紀末までに２度上昇するようなペースで今後も温暖化が進んだ場合、高温の影響に

よる６５歳超の死亡率は今世紀半ばに現在の４・７倍、今世紀末には７・８倍に上るとい

う。

　また、２度上昇のペースで温暖化が進むと、熱波によって屋外で肉体労働できないこと

による損失、食料不足による世界的な栄養失調、デング熱やマラリアなどの感染症リスク

が増加することなども指摘された。

　プロジェクトのアンソニー・コステロ共同委員長は「被害を軽減する対策に資金を投

入することは重要だが、早急に温室効果ガスを削減することが必要だ」とコメントした。

【三股智子】

http://www.rupinasu-inc.co.jp/

　犬を飼っている高齢者は、飼っていない人に比べて認知症の発症リスクが低いという

研究結果を、東京都健康長寿医療センターのチームが２２日までに国際科学誌に発表し

た。ペット飼育と認知症との関連を明らかにしたのは初めてとしている。

　調査は、東京都の６５歳以上の男女１万１１９４人を対象に、２０１６年から２０年ま

でのデータを分析。４年間で認知症を発症した人は５％で、犬を飼っている人は飼ってい

ない人に比べ、認知症になるリスクが４０％低かった。

　さらに犬を飼っている人のうち、運動習慣がある人や、社会的に孤立していない人の方

が発症リスクが低い傾向にあることも分かった。猫の場合は飼育の有無で発症リスクに

差はなかった。犬の飼育率は８・６％、猫の飼育率は６・３％だった。

　同センター協力研究員で国立環境研究所の谷口優（たにぐち・ゆう）主任研究員は「犬

特有の散歩を介した運動や、知人の輪の広がりが飼い主への良い効果をもたらしている」

と指摘。犬の飼育によって認知症予防や健康維持が期待できるとしている。

　チームはこれまで、犬を飼う高齢者は介護や死亡のリスクが低いとの

研究もまとめている。

　注）国際科学誌は「プリベンティブ・メディシン・リポーツ」

犬飼育で認知症低リスク　都センター高齢者調査
（地域　2023．11．24 共同通信社配信）


